
令
和
８
年
三
宅
村
功
労
者
表

彰
式
が
「
村
民
の
日
」
の
２
月

１
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
三
宅
村

役
場
臨
時
庁
舎
に
お
い
て
行
わ

れ
、
「
各
界
の
功
労
者
」
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

栄
え
あ
る
受
賞
者
の
皆
さ
ま

は
、
永
年
に
わ
た
り
各
分
野
で

本
村
の
発
展
・
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
絶
え
間
な
い
研
鑽
と
努
力

を
重
ね
ら
れ
た
方
、
三
宅
村
に

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
方
々
で
す
。

東
京
都
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
等
に
よ
る
被
害
想
定

で
、
島
し
ょ
部
に
お
い
て
津
波

が
高
く
な
り
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
に
お
け
る
建
物
被
害
や
人

的
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

と
公
表
し
て
い
ま
す
。
三
宅
村

に
お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
発
生
時
に
最
大
約
17
㍍

の
津
波
が
襲
来
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
の
う

ち
最
も
居
住
者
が
多
い
大
久
保

地
区
に
お
い
て
津
波
に
対
す
る

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
３
月
15
日
㈰
午
前

10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
訓
練
対
象
地
区
＝
大
久
保

地
区▽

訓
練
対
象
者
＝
大
久
保
地

区
居
住
者
お
よ
び
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
三
宅
島
事
務

所
防
災
対
策
の
基
本
は
、
自
ら

の
命
は
自
ら
が
守
る
意
識
を
持

ち
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
の

式
典
は
、
山
高
亜
紀
子
村
長

の
式
辞
に
始
ま
り
、
表
彰
状
な

ど
の
贈
呈
、
谷
寿
文
議
長
、
金

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

３
月
１
日
㈰
か
ら
３
月
７
日
㈯

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
「
火
の
元
」
へ

の
注
意
を
促
し
て
、
火
災
か
ら

尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
標
語
は

「
急
ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止

め　

準
備
よ
し
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
春
の
季
節
が
訪
れ

ま
す
が
、
暖
か
く
な
る
と
ど
う

し
て
も
気
が
緩
ん
で
し
ま
い
が

ち
で
す
。
外
出
時
、
就
寝
時
な

安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
災
害
の
備
え
と
し
て
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
・

食
料
・
飲
料
な
ど
の
備
蓄
・
非

常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
の
準

備
・
ご
家
族
同
士
の
安
否
確
認

方
法
の
確
認
な
ど
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

津
波
に
お
け
る
避
難
場
所
や

備
え
に
つ
い
て
は
、
三
宅
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
三
宅
島
津
波
浸
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

三
宅
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w.vill.m

iyake.
tokyo.jp/bousai/bousai.
index.htm
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問
い
合
せ
は
総
務
課
防
災
危

機
管
理
係
☎
⑤
０
９
３
５
。

ど
、
火
の
元
を
今
一
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
暖
房
の
使
用

機
会
も
次
第
に
減
っ
て
い
き
ま

す
が
、
春
と
い
え
ど
も
寒
い
日

は
突
然
訪
れ
ま
す
。
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
際
、
ち
り
や
埃
が

溜
ま
っ
て
い
な
い
か
を
点
検
し

て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
の
火
災
に
備

え
る
た
め
に
も
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」を
設
置
・
点
検
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
☎

⑥
０
１
１
９
。

２
月
11
日
㈬
か
ら
２
月
17
日

㈫
ま
で
の
期
間
で
第
23
回
目
と

な
る
「
三
宅
村
島
ぐ
ら
し
体
験

事
業
」
を
実
施
し
、
２
人
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

各
分
野
に
分
か
れ
て
事
業
所

等
の
見
学
を
行
っ
た
ほ
か
、
自

然
ガ
イ
ド
に
よ
る
島
内
ツ
ア
ー

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
住
民

の
方
と
た
く
さ
ん
交
流
が
で
き

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
「
実
際
に
事
業
所
に
伺

う
こ
と
で
仕
事
内
容
の
見
学
や

島
に
関
わ
る
仕
事
と
役
割
・
実

情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。三

宅
村
で
は
引
き
続
き
、
島

ぐ
ら
し
体
験
事
業
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
第
１
回
三
宅
村
議

会
定
例
会
の
開
催
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
日
時
＝
３
月
５
日
㈭

か
ら
、
午
前
９
時
30
分
開
会

▽
開
催
場
所
＝
三
宅
村
役
場

臨
時
庁
舎
３
階
議
場

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
議
会

事
務
局
☎
⑤
０
９
５
６
。

２
月
11
日

㈬
、
環
境
省

が
主
催
し
、

三
宅
島
観
光

協
会
が
実
施

す
る
「
子
ど

も
パ
ー
ク
レ

ン
ジ
ャ
ー
ｉｎ

三
宅
島
」
が

阿
古
漁
港
船

客
待
合
所

（
こ
こ
ぽ
ー

と
）
２
階
会

議
室
で
開
催

さ
れ
、
三
宅

島
の
子
ど
も

と
保
護
者
の

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
企
画

財
政
課
企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９

８
４
。

計
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
「
国
立
公
園
と
三
宅

島
の
火
山
の
ひ
み
つ
を
探
ろ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ン
ジ

ャ
ー
か
ら
自
然
保
護
や
生
き
物

と
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
三
宅
島
自
然
ガ
イ

ド
が
講
師
を
務
め
た
参
加
型
火

山
実
験
で
は
、
三
宅
島
の
立
体

模
型
（
東
京
都
よ
り
借
用
）
を

使
っ
て
溶
岩
の
流
れ
を
試
す
な

ど
、
普
段
は
体
験
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
実
験
を
通
し
て
、
火

山
が
育
む
島
の
魅
力
や
防
災
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

子
俊
一
支
庁
長
の
祝

辞
の
後
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
石
井
節

美
さ
ん
か
ら
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
て
閉
会
し

ま
し
た
。

村
と
し
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
受
賞

者
の
皆
さ
ま
が
築
か

れ
て
き
た
有
形
・
無

形
の
財
産
を
大
切
に

し
、
次
代
に
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎
⑤
０
９
８
１
。

記念写真に納まる受賞者ら

島ぐらし体験事業お迎えの様子

支援物資が届くまで時間がかかることを想定し、
３日分以上の水と食料を備えておきましょう。

◦�水については、１人当たり１日３リットル、計９リ
ットル
◦�米等の主食については、１人当たり１日３食、計９食
◦�その他の品目については、物資ごとに必要量を算定

３日分の備蓄量の目安

※『三宅村防災のしおり』より

立体模型で溶岩の流れを学ぶ子どもたち

自治功労 沖山　貴美
自治功労 平井　正人
農林水産功労 石井　節美
人命救助 仁平　喜長
人命救助 宮沢　良平
人命救助 菊崎　浩太

感謝状
株式会社　合同資源
奥山　雅彦
小林　千惠美

令和８年三宅村功労者表彰者名簿一覧

令
和
８
年 

三
宅
村
功
労
者
表
彰
式

功
労
者
８
人
と
１
事
業
者
を
表
彰

大
久
保
地
区
で
避
難
訓
練
実
施

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
大
津
波
を
想
定

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

三
宅
村
島
ぐ
ら
し
体
験
事
業

島
外
か
ら
２
人
が
参
加

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
ｉｎ
三
宅
島

三
宅
島
の
自
然
な
ど
学
ぶ

２１
人

参
加

第
１
回
三
宅
村
議
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ
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・2,127人	 （−6人）
・1,417世帯	（−4世帯）

今月の人口と世帯数
（外国人含む）

令和8年1月31日現在
※カッコ内は前月31日比



令和８年１月１日から令和８年１月31日まで
３日 令和８年三宅村二十歳を祝う会出席
５日 三宅島警察署長来庁対応

三宅島漁業協同組合長来庁対応
三宅島社会福祉協議会長来庁対応
三宅島観光協会長来庁対応
東京都三宅支庁長来庁対応

７日 七島信用組合三宅島支店長来庁対応
日本離島センター調査課長来庁対応

８日 令和８年度以降の東京都町村会負担金に関する
説明会出席（web会議）
新中央航空株式会社取締役来庁対応

９日 三宅村商工会長来庁対応
10日 東京都消防訓練所長との意見交換会出席
11日 令和８年三宅村消防団出初式出席
12日 三宅島柔剣道連盟鏡開き出席
13日 三宅村シルバー人材センター会長来庁対応
15日 髙松人権擁護委員来庁対応
16日 第32回東京都廃棄物審議会出席（web会議）

東京都行政書士会来庁対応
民生・児童委員委嘱伝達式出席
望月まさのり東京都議会議員来庁対応

17日 令和８年警視庁三宅島警察署武道始式出席
21日 三宅村総合開発委員会答申に係る会長来庁対応

山本人権擁護委員来庁対応
22日 進士人権擁護委員来庁対応
23日 東京都商工会青年部連合会来庁対応
26日 令和７年度第４回東京都町村長会議出席（web

会議）
28日 東京都港湾局長来庁対応

法
律
相
談
を

開
催
し
ま
す

東
京
三
弁
護
士
会

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法

律
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
相

談
を
ご
希
望
の
方
は
、
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
19
日
㈭
午
前

11
時
～
午
後
４
時
30
分
（
相
談

時
間
は
１
人
40
分
以
内
）
。
次

の
予
定
は
４
月
23
日
㈭
と
な
り

ま
す
。

▽
場
所
＝
三
宅
村
役
場
臨
時

庁
舎
１
階
大
会
議
室

▽
相
談
内
容
＝
無
料
一
般
相

各
世
帯
に
設
置
さ
れ

て
い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

（
テ
レ
ビ
電
話
）
は
村

か
ら
の
貸
与
物
品
で

す
。転

入
・
転
出
・
転
居

の
際
に
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
、
ま
た
は

各
出
張
所
に
て
貸
与
・

返
却
な
ど
の
手
続
き
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。島

外
・
島
内
へ
の
引

越
し
や
、
一
戸
建
て
・

村
営
住
宅
へ
の
引
越
し

な
ど
、
状
況
に
よ
り
手

続
き
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す
が
企

画
財
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
与
さ
れ
て
い
る
端

末
は
高
価
な
も
の
で
、

許
可
無
く
譲
渡
ま
た
は

破
棄
し
た
り
、
紛
失
し

た
り
し
た
場
合
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
則
、
市

区
町
村
窓
口
で
の
転
出
届
に
関

す
る
手
続
き
は
不
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
の
手
続
き
が
あ
る

場
合
で
も
、
窓
口
で
の
手
続
き

の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
ま

す
。
引
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
引
越

し
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

スhttp://m
yna.go.jp/htm

l/
m
oving_oss.htm

l

」
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
に
は
別
途

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

は
村
民
課
住
民

年
金
係
☎
⑤
０

９
０
４
。

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
の
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
軽

二
輪
車
、
小
型
二
輪
車
を
所
有

し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
４
月
２
日
以
降
に
廃

談
（
当
日
の
み
）

▽
予
約
受
付
＝
平
日
の
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
正
午

～
午
後
１
時
を
除
く
）

▽
主
催
＝
東
京
弁
護
士
会
・

第
一
東
京
弁
護
士
会
・
第
二
東

京
弁
護
士
会

相
談
の
事
前
予
約
、
問
い
合

わ
せ
は
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

03–

３
５
９
５–

８
５
７
５
。

完
全
予
約
制
の 

登
記
手
続
き
相
談

東
京
法
務
局

東
京
法
務
局
の
担
当
職
員
が

登
記
申
請
（
不
動
産
／
商
業
・

法
人
登
記
）
の
手
続
方
法
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
役
場
に

設
置
さ
れ
た
「
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
」
を
通
じ
て
の
手
続
の

案
内
と
な
り
ま
す
。

ご
利
用
は
完
全
予
約
制
と

し
、
事
前
予
約
者
の
み
の
対
応

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
＝
３
月
10
日
㈫
、
11

テ
ン
グ
サ
は
紅
藻
の
一
種
で

あ
る
テ
ン
グ
サ
科
の
海
藻
の
通

称
で
あ
り
、
三
宅
島
を
は
じ
め

と
し
た
伊
豆
諸
島
で
は
、
主
に

マ
ク
サ
（
地
方
名
：
ケ
グ
サ
）

や
オ
オ
ブ
サ
（
地
方
名
：
ア
ラ

メ
）
と
い
っ
た
種
が
漁
獲
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
に
と
こ
ろ
て
ん

等
の
寒
天
原
料
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
東
京
産
テ
ン
グ
サ
は
高

品
質
で
知
ら
れ
、
他
産
地
の
も

の
に
比
べ
高
値
で
取
り
扱
わ
れ

る
重
要
な
磯
根
資
源
で
す
。

し
か
し
、
２
０
２
５
年
ま
で

約
８
年
続
い
た
黒
潮
大
蛇
行
等

の
影
響
に
よ
る
高
水
温
や
海
水

中
の
貧
栄
養
に
よ
り
、
伊
豆
諸

島
全
体
の
テ
ン
グ
サ
水
揚
量
は

10
年
前
の
約
40
分
の
１
以
下
に

激
減
し
て
お
り
、
伊
豆
大
島
お

よ
び
三
宅
島
以
外
の
各
島
で
は

ほ
と
ん
ど
テ
ン
グ
サ
が
漁
獲
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
島
し
ょ
農
林
水

産
総
合
セ
ン
タ
ー
大
島
事
業
所

で
は
、
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
復
活

を
目
指
し
、
移
植
用
藻
体
の
大

量
培
養
技
術
開
発
お
よ
び
現
存

す
る
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
環
境
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
室
内
に
お
け
る
培
養

試
験
で
は
、
天
然
藻
体
か
ら
採

集
し
た
マ
ク
サ
の
種
を
発
芽
さ

せ
、
藻
長
２
㌢
程
度
ま
で
マ
ク

サ
を
生
育
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
ま
す
（
写
真
１
）
。

伊
豆
大
島
で
は
、
室
内
で
培

養
し
た
マ
ク
サ
藻
体
を
、
比
較

的
波
の
穏
や
か
な
漁
港
内
に
設

置
す
る
試
験
を
開
始
し
て
お

り
、
野
外
へ
の
移
植
方
法
の
検

討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
安
定
し
た
種
苗
の
生
産
や
大

型
の
水
槽
を
用
い
た
大
量
培
養

技
術
開
発
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
三
宅
島
に
お
い
て

も
、
天
然
海
域
へ
の
培
養
藻
体

の
移
植
を
目
指
し
、
移
植
候
補

地
の
選
定
や
現
存
し
て
い
る
テ

ン
グ
サ
藻
場
の
環
境
調
査
を
目

的
と
し
て
、
三
宅
支
庁
と
連
携

し
、
三
宅
島
漁
協
の
漁
業
者
の

協
力
の
も
と
、
三
池
港
ク
ラ
マ

根
緑
地
内
の
テ
ン
グ
サ
が
繁
茂

し
て
い
る
地
点
の
水
温
・
照

度
・
海
の
中
の
栄
養
分
の
測
定

や
植
生
調
査
（
写
真
２
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

大
島
事
業
所
で
は
、
テ
ン
グ

サ
の
培
養
藻
体
を
安
定
的
に
増

や
す
手
法
を
確
立
し
、
天
然
海

域
へ
の
移
植
を
進
め
ま
す
。
今

後
と
も
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
復
活

を
目
指
し
、
日
々
研
究
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

車
を
さ
れ
て
も
そ
の
年
度
分
の

税
額
を
全
額
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
し
て

い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合
は
３

月
中
に
廃
車
を
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
滅
失
、
解
体
、
所

在
不
明
な
ど
に
よ
り
廃
車
の
手

続
き
が
で
き
な
い
と
き
は
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
軽
自
動
車
＝

軽
自
動
車
検
査
協
会
☎
０
５
０

–

３
８
１
６–

３
１
０
０
。

軽
二
輪
車
・
小
型
二
輪
車
関

東
陸
運
局
東
京
運
輸
支
局
☎
０

５
０–

５
５
４
０–

２
０
３

０
。原

動
機
付
自
転
車
・
小
型
特

殊
自
動
車
＝
村
民
課
税
務
係
☎

⑤
０
９
８
３
。

日
㈬
（
次
回
の
開
催
予
定
は
４

月
14
日
㈫
、
15
日
㈬
）。※
３
月

の
開
催
日
程
の
予
約
は
、
３
月

９
日
㈪
正
午
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
▽
相
談
時
間
＝
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）。１
回
の
相
談
時
間

は
20
分
▽
場
所
＝
三
宅
村
役
場

臨
時
庁
舎

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
不
動

産
登
記
に
関
す
る
も
の
☎
03–

５
２
１
３–

１
３
３
０
、商
業
・

法
人
登
記
に
関
す
る
も
の
☎

03–

５
２
１
３–

１
３
３
７
。

付属機器（ＯＮＵ） ＩＰ告知端末

写真１　培養したマクサ

写真２　海中に設置した水温・照度計

「
伊
豆
諸
島
に
お
け
る
テ
ン
グ
サ
藻
場
復
活
技
術
開
発
事
業
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

転
出
届
の
提
出
手
続
き

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

軽
自
動
車
・
二
輪
車
等
の
廃
車

手
続
き
は
３
月
中
に

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
手
続
き
を

転
入
・
転
出
・
転
居
の
時
は

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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就航率 搭乗率
調布
�⇒三宅

95.95％
60.04％

三宅
�⇒調布 79.47％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（R8．1.1～1.31）

４日㈬ ２歳児交流会【阿古福祉会館】
７日㈯ 文化祭【中学校】

12日㈭

とりの日【アカコッコ館入場無料】
定期予防接種【中央診療所】
・高齢者肺炎球菌・帯状疱疹（14：00～14：15）
・B型肝炎・小児用肺炎球菌・5種混合・ロタ同時接種
　（14：30～14：50）
・B型肝炎3回目、小児用肺炎球菌3回目
　（14：50～15：00）
・MR、水痘、小児用肺炎球菌追加、5種混合追加
　（15：00～15：10）
・BCG（15：10～15：20）
・日本脳炎、DT2期（15：20～15：40）
・子宮頸がんワクチン（15：40～15：50）
任意予防接種【中央診療所】（15：40～15：50）

14日㈯ 三宅島ウォーキング【伊豆老人福祉館】
18日㈬ おやこっこルーム【神着老人福祉館】
19日㈭ 卒業式【中学校】
24日㈫ とりの日【アカコッコ館入場無料】

24日㈫ 卒業式【小学校】
25日㈬ 修了式・離任式【小学校・中学校】

26日㈭

定期予防接種【中央診療所】
・高齢者肺炎球菌・帯状疱疹（14：00～14：15）
・B型肝炎・小児用肺炎球菌・5種混合・ロタ同時接種
　（14：30～14：50）
・B型肝炎3回目、小児用肺炎球菌3回目
　（14：50～15：00）
・MR、水痘、小児用肺炎球菌追加、5種混合追加
　（15：00～15：10）
・BCG（15：10～15：20）
・日本脳炎、DT2期（15：20～15：40）
・子宮頸がんワクチン（15：40～15：50）
任意予防接種【中央診療所】（15：40～15：50）
温泉の日【12歳以上150円で温泉利用可能】

27日㈮ プレミアムフライデー【午後３時以降利用無料】

28日㈯ マイナンバーカード手続き臨時開庁《完全予約制》
（9：00～12：00）

2026年3月のカレンダー

※東京法務局へのお問い合わせ先は下記のとおりです。
　東京法務局：不動産登記 ☎03-5213-1330・法人登記 ☎03-5213-1337

―問い合わせ―
●小・中学校の予定 ……………… 三宅村教育委員会 ☎⑤0952
●プレミアムフライデー …… 観光産業課観光商工係 ☎⑤0920
●おやこっこルーム ……………… 福祉健康課健康係 ☎⑤0911
●検診・予防接種相談等 ………… 福祉健康課健康係 ☎⑤0911
●マイナンバーカード手続き …… 村民課住民年金係 ☎⑤0904

―ごみ出し・持ち込み―
●クリーンセンター（持ち込み）
　不燃：火・木曜日
　可燃：月・水・金曜日
●各地区のごみ出し
　阿古・伊ケ谷・伊豆地区：月・木曜日
　神着・坪田地区：火・金曜日

政
府
の
「
強
い
経
済
を
実
現

す
る
総
合
経
済
対
策
」
を
踏
ま

え
、
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
力
強

く
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
観
点

か
ら
、
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
と
し
て
対
象
児
童
１
人

当
た
り
２
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

▽
支
給
対
象
者
＝
①
三
宅
村

よ
り
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童

手
当
の
支
給
を
受
け
た
方
（
申

請
不
要
）
②
令
和
７
年
９
月
３０

日
㈫
時
点
（
基
準
日
）
で
三
宅

村
に
住
民
登
録
が
あ
る
公
務
員

で
、
所
属
庁
か
ら
令
和
７
年
９

月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
た
方
（
申
請
が
必
要
）
③
三

　
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、 

高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等

で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次

の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
所
得
の
目
安
＝
１
２
８
万

円
＋
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
３８

万
円
）

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
年

金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
額
す
る
た
め
に
も
、
後
か
ら

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

１
年
間
と
な
り
ま
す
が
、
承
認

を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予

定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初

め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き

ま
す
。
引
き
続
き
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
港
年
金
事
務

所
☎
０３–

５
４
０
１–

３
２
１

１
ま
た
は
村
民
課
住
民
年
金
係

☎
⑤
０
９
０
４
。

中
央
診
療
所
に
て
医
師
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
小
川
で
す
。
本
年
度
を
も
っ

て
他
院
へ
異
動
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
た
め
、
ご
あ
い
さ

つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
診
療
所
の
医

師
と
し
て
島
で
過
ご
し
、
皆
さ

ま
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
診
察
室
で

向
き
合
う
時
間
だ
け
で
な
く
、

島
の
暮
ら
し
が
私
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
学
び
の
場
で
し
た
。

牛
頭
天
王
祭
で
は
お
み
こ
し

を
担
ぎ
、
太
鼓
と
掛
け
声
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
島
の
一
体
感
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
２
年
に
一

度
の
富
賀
神
社
大
祭
で
も
、
久

し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
方
々
の
表

情
や
熱
気
に
触
れ
、
こ
の
島
が

長
い
時
間
を
か
け
て
受
け
継
い

で
き
た
つ
な
が
り
の
強
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
休
日
に
は
ダ
イ

ビ
ン
グ
や
カ
ラ
オ
ケ
に
も
参
加

し
、
診
察
室
で
は
聞
け
な
い
話

を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
時
間
の
中
で
、
医
師

と
し
て
で
は
な
く
島
の
一
員
と

し
て
迎
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。

一
方
で
、
診
療
の
現
場
で
は

悩
み
続
け
た
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
本
気
で
治
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
い
一
方
で
、
私

の
説
明
が
足
り
ず
、
危
機
感
が

十
分
に
伝
わ
ら
な
い
と
感
じ
る

場
面
が
日
常
の
中
で
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
外
の
都

立
病
院
と
連
携
し
、
入
院
や
精

密
検
査
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
で
は
、
「
行
く

の
が
大
変
」
「
で
き
れ
ば
島
で

済
ま
せ
た
い
」
と
い
う
声
に
心

が
揺
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
を

思
う
か
ら
こ
そ
、
厳
し
い
言
い

方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
振
り
返
る
と
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
が
き
れ
い
な
思
い
出

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
悩
み
、
迷
い
、
苦
し
い
と

感
じ
た
日
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
こ
こ
で
過
ご
し

た
時
間
と
経
験
の
す
べ
て
が
、

こ
れ
か
ら
の
医
師
人
生
の
大
き

な
支
え
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
島
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

穏
や
か
な
日
常
を
、
こ
れ
か
ら

も
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
一

年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

宅
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

で
、
令
和
７
年
１０
月
１
日
㈬
か

ら
令
和
８
年
３
月
３１
日
㈫
ま
で

に
出
生
し
た
児
童
の
児
童
手
当

の
受
給
者
（
村
に
児
童
手
当
の

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
申

請
が
必
要
）

▽
対
象
児
童
＝
平
成
１９
年
４

月
２
日
㈪
か
ら
令
和
８
年
３
月

３１
日
㈫
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

三
宅
村
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
児
童
手
当
受
給
者
宛
に
案

内
を
送
付
し
ま
す
。
公
務
員
の

方
は
、
所
属
庁
か
ら
配
布
さ
れ

る
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書

と
本
手
当
の
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
＝
３
月
１３
日
㈮

支
給
時
期
は
年
度
内
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
２
０
。

三
宅
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
月
１４
日
㈯
開
催

三
宅
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
伊

豆
地
区
と
な
り
ま
す
。
シ
ョ
ー

産
後
ケ
ア
費
用

を
助
成
し
ま
す

出
産
さ
れ
た
方
が
、
心
身

の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

等
を
受
け
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
産
後
ケ

ア
を
利
用
し
た
際
の
費
用
を

助
成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま

す
。▽

対
象
者
＝
令
和
７
年
４

月
１
日
㈫
以
降
に
出
産
し
た

方
で
産
後
１
年
以
内
の
母
子

▽
助
成
額
等
＝
別
表
の
と

お
り▽

助
成
方
法
＝
償
還
払
い

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康

課
健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

ト
コ
ー
ス
と
ミ
ド
ル
コ
ー
ス
に

分
か
れ
る
た
め
、
単
身
者
か
ら

ご
家
族
連
れ
ま
で
幅
広
い
層
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
別

途
、
全
戸
配
布
の
申
込
用
紙
に

ご
記
入
の
上
、
三
宅
村
役
場
福

祉
健
康
課
・
各
出
張
所
・
三
宅

島
観
光
協
会
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
１４
日
㈯
午
前

９
時
３０
分
～
正
午
（
受
付
は
午

前
９
時
か
ら
）

▽
集
合
場
所
＝
伊
豆
老
人
福

祉
館▽

定
員
＝
先
着
５０
人
程
度

▽
参
加
費
＝
無
料

▽
締
め
切
り
＝
３
月
１２
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
提
供
は
、
毎
月
第
２
週

月
曜
日
ま
で
に
内
容
と
連
絡
先

を
下
記
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。掲

載
は
紙
面
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

文
体
は
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

m
iyake03@

vill.m
iyake.

tokyo.jp

別表

種別 利用者の属する世帯の区分 助成額 利用日数

宿
泊
型

区市町村民税
課税世帯

費用の９割とし、
１日当たり上限29,700円 ６泊７日

まで
（分割も可）区市町村民税

非課税世帯・生活保護世帯
費用の10割とし、
１日当たり上限33,000円

通
所
型

区市町村民税
課税世帯

費用の９割とし、
１日当たり上限14,850円 ７日間

まで区市町村民税
非課税世帯・生活保護世帯

費用の10割とし、
１日当たり上限16,500円

み
ん
な
の

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

中
央
診
療
所

小
川
　
誠
・
南
欧

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
支
給

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
。

３
月
３
月
３１３１
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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島
中
で
春
の
花
が

咲
い
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
近
年

目
立
っ
て
き
た
白
い

花
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
花
は
ミ
ツ
カ
ド
ネ

ギ
と
い
い
、
地
中
海

う
間
に
繁
茂
し
て
し
ま
い
ま

す
。
今
年
わ
ず
か
に
咲
い
て
い

た
場
所
が
次
の
年
に
は
ミ
ツ
カ

ド
ネ
ギ
ば
か
り
に
な
る
な
ど
、

三
宅
島
に
も
と
も
と
生
え
て
い

た
植
物
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
心

配
も
あ
り
ま
す
。

可
愛
ら
し
い
花
な
の
で
す

が
、
庭
や
畑
・
道
端
な
ど
で
見

つ
け
た
ら
、
急
激
に
広
が
っ
て

い
く
様
子
が
な
い
か
注
意
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

168
三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

可
愛
ら
し
い
花

な
の
で
す
が
…
」

２
月
１４
日
㈯
・
１５
日
㈰
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
三
宅
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て

「
第
３０
回
三
宅
島
文
化
会
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
島
民
が
作
成
し

た
書
道
・
絵
画
・
手
芸
品
・
写

真
の
展
示
が
行
わ
れ
、
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
茶
道
コ
ー
ナ
ー
で

は
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
日
本
の

伝
統
文
化
で
あ
る
「
お
も
て
な

し
の
心
」
や
「
詫
び
寂
び
」
の

美
意
識
を
体
験
で
き
、
多
く
の

地
方
原
産
の
ネ
ギ
や
ニ
ラ
の
仲

間
で
す
。
草
丈
は

２０
〜
４０
㌢
ほ
ど
で

茎
の
断
面
が
三
角

形
な
の
が
そ
の
名

前
の
由
来
で
す
。

ま
た
、
小
さ
な
白

い
花
に
は
緑
色
の

線
が
入
り
ま
す
。

清
楚
な
感
じ
で

と
て
も
可
愛
ら
し

い
花
な
の
で
す

が
、
繁
殖
力
が
強

く
、
球
根
の
ほ
か

タ
ネ
で
も
増
え
る

た
め
、
あ
っ
と
い

表
会
は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

３
月
14
日
㈯

午
後
２
時
か
ら

三
宅
村
文
化
会

館
（
リ
ス
タ
ホ

ー
ル
）
で
「
第

19
回
三
宅
島
古

文
書
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

▽
講
演
①
＝

西
脇
康
先
生

「
く
ず
し
字
判

読
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
（
３
）」

▽
講
演
②
＝

加
藤
貴
先
生

「
明
治
25
年

獅
子
舞
が
各
家
庭
を
踊
り
歩

き
、
厄
払
い
を
す
る
「
初
午
祭
」

が
各
地
区
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。初

午
は
各
地
区
の
青
年
団
や
芸

能
保
存
会
に
よ
っ
て
独
自
の
形
式

で
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。獅

子
舞
が
一
軒
一
軒
家
を
周
り

獅
子
舞
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と

厄
払
い
や
無
病
息
災
な
ど
元
気
に

一
年
を
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
今
年
も
２
月
７
日
に
神
着
地

区
お
よ
び
伊
豆
地
区
、
１４
日
に
阿

古
地
区
、
１５
日
に
伊
ヶ
谷
地
区
お

よ
び
坪
田
地
区
の
日
程
で
執
り
行

わ
れ
、
伝
統
の
祭
は
に
ぎ
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
が
主
体
と
な
っ
て
高

齢
者
（
60
歳
以
上
）
対
象
に
移

動
型
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
モ
ニ
タ
ー
等

の
必
要
な
設
備
を
備
え
た
車
両

を
使
用
し
、
ご
自
宅
の
駐
車
場

な
ど
の
ご
希
望
に
応
じ
た
場
所

に
移
動
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い
た

り
、
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る
か

ら
教
え
て
ほ
し
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ご
質
問
に
対
応
い
た
し
ま

す
の
で
、
積
極
的
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
者
＝
村
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
方
（
ご
家
族
も
ご
一

緒
に
参
加
で
き
ま
す
）

大自然に囲まれながら、
大きく翔け！！

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年
月日・保護者からのメッセージに、保護者氏名と住所・連絡先を
添えて企画財政課へ持参またはメール（件名：みやけの宝）を
miyake03@vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象：３歳未満】※写真は返却できません。

松
ま つ

井
い

 翔
しょう

大
た

さん
誕生日：令和６年４月16日

メッセージ

方
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

舞
台
発
表

で
は
、
島
内

の
音
楽
団
体

に
よ
る
合
唱

や
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
１５

日
㈰
に
は
伊

ヶ
谷
地
区
の

初
午
祭
に
あ

わ
せ
て
獅
子

舞
も
登
場
し

ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
一
体

と
な
り
、
発

（
１
８
９
２
）
５
月
の
三
宅
島

（
そ
の
２
）
～
三
宅
島
現
情
記

（
七
島
文
庫
49
よ
り
）
～
」

難
し
く
思
え
る
古
文
書
を
読

み
解
く
術
を
紹
介
し
、
明
治
の

三
宅
島
の
様
子
を
古
文
書
の
記

述
か
ら
読
み
解
き
ま
す
。

詳
細
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
や

村
内
各
所
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

▽
開
催
場
所
＝
ご
自
宅
駐
車

場
な
ど
の
ご
希
望
の
場
所
（
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
東
京

都
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
事
務
局
☎

０
８
０
０–

１
１
１–

７
３
５

６
（
通
話
料
無
料
）
。

110

　

小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月
１９
日
㈭
に
中
学
校
、
３

月
２４
日
㈫
に
小
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
た
ち
は
希
望
を

胸
に
思
い
出
多
い
母
校
を
巣
立

っ
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

新
着
本
の
紹
介

　

２
０
２
５
年
下
半
期
の
芥
川

賞
・
直
木
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
候
補
作
も
含
め
、
来
月
に

か
け
て
入
荷
予
定
で
す
。

第
１
７
４
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
時
の
家
」鳥

山
ま
こ
と　

著

　

三
代
の
住
人
が
暮
ら
し
た
家

で
の
記
憶
を
た
ど
る
。
建
築
士

で
も
あ
る
著
者
な
ら
で
は
の
家

の
描
写
が
新
鮮
で
あ
る
。

第
１
７
４
回
直
木
賞
受
賞
作

「
カ
フ
ェ
ー
の
帰
り
道
」

嶋
津　

輝　

著

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
東
京

を
舞
台
に
、
活
き
活
き
と
働
く

女
給
た
ち
を
、
個
性
豊
か
に
描

く
。
「
夢
二
風
」
の
レ
ト
ロ
な

デ
ザ
イ
ン
と
和
紙
風
の
装
丁

が
、
百
年
前
の
カ
フ
ェ
ー
へ
と

誘
い
ま
す
。

「
ず
か
ん　

縄
文
土
器
」

井
口
直
司　

著

　

三
宅
島
出
身
の
考
古
学
者
が

担
当
し
た
、
小
中
学
生
向
け
図

鑑
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
鬼
が
出
た
」

大
西
広
文
・
梶
山
俊
夫
ほ
か　

絵

　

古
い
絵
巻
物
や
仏
像
な
ど
を

示
し
な
が
ら
、
「
鬼
」
本
来
の

姿
を
探
る
資
料
集
の
よ
う
な
絵

本
（
「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」

傑
作
集
）
。

　

三
宅
村
立
図
書
館
☎
⑤
１
４

５
３
、
開
館
午
前
１０
時
～
午
後

５
時
、
水
曜
日
休
館
日
。

直径２ｃｍほどの釣鐘状の花

①アカコッコの生息に適した環境を増やすため、林床のツタなどを取り除く作業などを行ないます
②海岸に観察道具を用意してお待ちしています。申込不要で時間中いつでも参加OK。場所は３／13㈮にアカコッコ館HPに掲載
詳しくは三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館HPをご覧ください。問い合わせ・申し込み☎⑥0410、FAX⑥0458。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イベント名 日時 場所 対象・定員

① アカコッコの好む森づくり ３月７日㈯ 
午前10:00～午後3:15 アカコッコ館 中学生以上・

9名

②海鳥観察会 ３月14日㈯ 
午前9:00～午前10:30

前日までの海鳥
出現状況にて決定 どなたでも

伊ヶ谷地区の初午祭

移動型スマホ教室専用車

三宅島文化会発表会大盛況

三
宅
島
文
化
会
発
表
会
を
開
催

大
盛
況 
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

各地区で伝統の初午祭
獅子舞が厄払い

第１9回三宅島古文書講座
３月１4日㈯に開催します

移
動
型
の
ス
マ
ホ
教
室

６０
歳
以
上
対
象
に
開
催

広　報　み　や　け （4）2026年（令和８年）3月1日（第672号）

For Foreign Residents, envelopes from Miyake Village Office have English notations on the front.（三宅村では外国人住民の方への封筒表面に英語注記をしています。）


